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議 案 審 議

づ
く
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和
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年
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回
芝
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議
会
定
例
会
（
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月
定
例
会
」
と
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３
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日
に

召
集
さ
れ
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３
月
22
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
。
町
長
か
ら
令
和
６
年
度
一
般
会
計
等
27

議
案
が
提
出
さ
れ
、
追
加
議
案
１
議
案
を
含
め
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
議
案
の

中
か
ら
注
目
の
議
案
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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議会人事
◎坂井　慶子
〇岩内　　章

◆総務常任委員会 ◎實川　嘉一
〇大木　浩司

◆まちづくり常任委員会

◎岩澤　達弥
〇坂井　慶子

◎大木　浩司
〇佐藤　良太

◆議会運営委員会 ◆議会だより編集委員会

◆議長　伊橋　寿夫 ◆副議長　岩澤　達弥
（◎委員長　〇副委員長）

ひこうきの丘の利用時
間拡大等

芝山町農業ビジョン
策定委員会設置

会計年度任用職員に
勤勉手当の追加等

議案第９号

議案第１号議案第５号

令和５年度一般会計補
正予算

共同浄化槽事業分担金
の徴収

議案第12号

議案第２号

犯罪被害者等への支援

議案第３号

職員定数の一部変更

介護保険料の改定

議案第４号

議案第８号

制度改定

新制定制度改定

新制定

制度改定

制度改定

予算関係

新制定
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令和６年第１回定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません

議案 
番号

上程された議案・概要・結果 
賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑫
⑪
議
長

決議
結果

佐
藤
良
太

吉
川
真
悟

八
代
正
義

宮
原
研
吾

大
木
浩
司

岩
沢
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

岩
澤
達
弥

小
嶋
秀
樹

伊
橋
寿
夫

条例の制定

第１号 芝山町農業ビジョン策定委員会設置条例の制定 
（農業ビジョンの策定にあたり、委員会を組織するため制定するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、6、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 芝山町共同浄化槽事業分担金徴収条例の制定 
（共同浄化槽事業に要する費用の一部に充てるめ制定するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 芝山町犯罪被害者等支援条例の制定の制定 
（犯罪被害者等への支援を総合的に推進するため制定するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、6、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第４号 芝山町職員定数条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定（成田空港の更な
る機能強化の推進、行政課題への取組及び住民サービスを向上させるため改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 芝山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
（千葉県人事委員会勧告に基づいて改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 芝山町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定 
（法令改正に準じて条例を改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 芝山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定（法令改正に準じて条例を改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 芝山町介護保険条例の一部を改正する条例の制定 
（保険者として町が定めるべき保険料等の改正のため改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 ひこうきの丘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 
（多様な利用形態に対応するため条例を改正するもの）

可決 
賛(10)・否(0) P2、7、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

区域及び名称変更

第10号 芝山町の区域内の字の区域及び名称を変更 
（住宅の造成に際して変更するもの）

可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

人　事

第11号 芝山町教育長の任命につき議会の同意 
（任期満了に伴い、引き続き五木田 啓一氏を任命）

同意 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度補正予算

第12号 令和５年度芝山町一般会計補正予算（第１３号）（総額65億2079万円とする） 可決 
賛(10)・否(0) P2、8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第13号 令和５年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（総額9億3694万1000円とする） 可決 
賛(10)・否(0) P8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 令和５年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第３号）（総額9億9136万円とする） 可決 
賛(10)・否(0) P8 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 令和５年度芝山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（総額1億2237万1000円とする） 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第16号 令和５年度芝山町農業集落排水事業会計補正予算（第４号）（支出総額1億367万6000円と
する）

可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第17号 令和５年度芝山町公共下水道事業会計補正予算（第２号）（支出総額3憶8918万4000円とする） 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第18号 令和５年度芝山町共同浄化槽事業特別会計補正予算（第４号）（支出総額3憶9416万3000
円とする）

可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第１９号 令和５年度芝山町簡易水道事業会計補正予算（第４号）（支出総額5億2990万8000円とする） 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度予算

第20号 令和６年度芝山町一般会計予算 可決 
賛(10)・否(0) P6 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第21号 令和６年度芝山町国民健康保険特別会計予算 可決 
賛(10)・否(0) P6 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第22号 令和６年度芝山町介護保険特別会計予算 可決 
賛(10)・否(0) P6 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第23号 令和６年度芝山町後期高齢者医療特別会計予算 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第24号 令和６年度芝山町農業集落排水事業会計予算 可決 
賛(10)・否(0) P7 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第25号 令和６年度芝山町公共下水道事業会計予算 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第26号 令和６年度芝山町共同浄化槽事業会計予算 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

第27号 令和６年度芝山町簡易水道事業会計予算 可決 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

追加議案
追加議案
第１号

芝山町教育委員会委員の任命につき議会の同意 
（任期満了に伴い、大沼 佐和子氏を任命）

同意 
賛(10)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年第２回臨時会で審議した議案とその結果

議員の賛否を公開

専決処分

第１号
令和５年度芝山町一般会計補正予算（第１２号）（住民税均等割のみ非課税世帯に1世帯当
たり10万円の給付及び住民税非課税または均等割のみの課税世帯で、18歳以下の子供が
いる世帯に子供1人あたり5万円を給付する給付金等3360万1000円を増額し、総額65億
5987万9000円とする）

承認 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人　事

第２号 監査委員の選任同意（小嶋 秀樹氏の選任につき同意するもの) 可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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　　　　　一般会計と特別会計・公営企業会計を合わせた
全体の予算規模

（前年と比べて５億 1177 万円（５．４％）の増）99億2359万3千円

国民健康保険特別会計　　９億２５００万円
介護保険特別会計　　　　９億３４７０万円
後期高齢者医療特別会計　１億３２００万円

農業集落排水事業会計　　９７２０万５千円
公共下水道事業会計　３億５０２４万６千円
共同浄化槽事業会計　　　１５６４万６千円
簡易水道事業　　　　９億１８７９万６千円

６５憶５０００万円

2024年度

一般会計予算
公営企業会計

特 別 予 算

私たちの私たちの「暮ら しの予算」「暮ら しの予算」はこうなります！はこうなります！

般 菱田共同利用施設建設用地
購入費　５１２０万円

般 消防車購入事業
小型動力ポンプ付き積載車（水槽付）
２７４４万５千円

般 芝山中学校校舎・屋内運動場トイレ
改修工事　１億８２９３万円

般 芝山町学校給食センター設計
業務委託　２２０５万５千円

移転代替地整備 教育・文化

消防・防災

般 家庭用飲用井戸等
整備事業　４６００万円
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般 一般会計
福祉、教育、土木、衛生などの町の基本的な施策を行うための会計

公 公営企業会計
上下水道事業や電気ガス等の事業収入を主な財源として独立採算の原則により経理する会計

私たちの私たちの「暮ら しの予算」「暮ら しの予算」はこうなります！はこうなります！2024 新年度予算紹介

拠点整備 空港機能強化

道路・土木 総務

般 田園型居住地創出拠点整備事業費
補助金　４億５８６２万１千円

般 無電柱化まちづくり促進事業費
補助金　１億８２１万円

般 小池地区都市公園整備事業用地
購入費　２４３１万３千円

般 小池地区道路整備事業用地
購入費　３１３２万７千円

公 岩山８９６-１地先導水管及び配水管
布設工事　２億５７４万１千円

公 岩山８９５-７地先導水管及び配水管
布設工事　１億３４８４万３千円

公 岩山２０５-２地先配水管
布設工事　２億４２１９万円

公 岩山１３４０-９地先配水管
布設工事　１億３２５万２千円

般 町道０１-００６号線新井田用地
測量業務委託　１２４８万８千円

般 役場庁舎地下変電設備
改修工事　２４９２万５千円
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豊
か
な
町
へ
の
道
し
る
べ

総
務
関
係

過
去
2
番
目
の
規
模
の
予
算

Q 【
伊
橋
議
員
】
財
政
力
指
数
が
現

在
１.

０
を
超
え
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
見
通
し
か
。

A
財
政
力
指
数
は
細
か
い
計
算
が
必

要
で
す
が
、
状
況
的
に
現
在
と
変

わ
ら
ず
１.

０
を
超
え
て
く
る
見
込
み
で

す
。Q 【

岩
内
議
員
】
消
防
車
買
い
替
え

の
話
が
あ
る
が
、
今
後
の
消
防
団

の
再
編
等
に
よ
る
消
防
車
の
活
用
を
ど

う
す
る
か
。

A
今
後
居
住
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ

て
地
域
の
方
と
話
し
合
っ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Q 【
小
嶋
議
員
】
本
予
算
は
過
去
２

番
目
の
大
型
予
算
だ
が
、
基
金
を

取
り
崩
し
た
予
算
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

A
空
港
機
能
強
化
に
伴
う
大
き
な
事

業
が
多
数
あ
る
状
況
で
、
基
金
を

一
般
財
源
に
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
基
金

は
こ
う
し
た
大
き
な
事
業
が
あ
る
と
き
の

た
め
に
積
ん
で
あ
り
ま
す
。

変
わ
る
学
校
教
育

Q 【
岩
内
議
員
】
小
中
学
校
に
電
子

黒
板
を
そ
れ
ぞ
れ
３
台
導
入
す
る

が
、
今
後
の
活
用
を
ど
う
す
る
か
。

A
現
在
、
児
童
に
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
電
子
黒
板
は
リ
ン
ク
し
て
い
る

画
期
的
な
も
の
で
板
書
を
送
っ
た
り
で
き

ま
す
。
本
来
な
ら
１
学
級
に
１
台
欲
し
い

の
で
す
が
、
今
後
の
利
用
状
況
を
見
な

が
ら
増
や
す
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q 【
大
木
議
員
】
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
予

算
が
増
額
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

A
燃
料
代
と
人
件
費
の
上
昇
に
伴
い

運
行
単
価
が
上
が
っ
た
か
ら
で
す
。

Q 【
小
嶋
議
員
】
給
食
セ
ン
タ
ー
に

高
額
な
調
理
器
具
を
購
入
し
た
が
、

理
由
は
。

A
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
汎
用
す
る

こ
と
を
見
通
し
て
大
型
の
調
理
器

具
を
購
入
し
ま
し
た
。

Q 【
吉
川
議
員
】
総
合
運
動
場
の
武

道
館
の
雨
漏
り
の
修
繕
は
ど
う

な
って
い
る
か
。

A
報
告
は
受
け
て
い
る
の
で
、
状
況

を
見
な
が
ら
予
算
取
り
を
検
討
し

ま
す
。

Q 【
宮
原
議
員
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
は
。

A
令
和
６
年
２
月
現
在
70.

７
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q 【
八
代
議
員
】
固
定
資
産
税
の
減

額
理
由
と
町
民
税
の
徴
収
率
は
。

A
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
よ
る
資

産
の
減
額
が
大
き
な
理
由
で
す
。

納
税
率
は
山
武
郡
市
で
は
芝
山
町
が
一

番
高
い
で
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
新
し
く
帯
状
疱
疹

の
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
る
が
住

民
への
周
知
は
。

A
広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、情
報
メ
ー

ル
等
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
多
古
中
央
病
院
に

補
助
金
を
出
し
て
い
る
理
由
は
。

A
救
急
搬
送
時
の
受
け
入
れ
、
入
院

時
の
料
金
を
多
古
町
住
民
と
同
額
、

健
康
診
断
の
受
け
入
れ
等
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
予
算
減

Q 【
宮
原
議
員
】
医
療
費
予
算
を
計

算
し
て
い
る
が
、
近
年
の
状
況
は
。

A
令
和
３
年
、
４
年
と
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
出
産
育
児一時
金
が

前
年
に
比
べ
て
増
額
に
な
っ
て
い
る

の
は
何
故
か
。

A
昨
年
４
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
増

額
さ
れ
た
た
め
で
す
。

介
護
保
険
料
増

Q
【
伊
橋
議
員
】
介
護
認
定
者
を
増

や
さ
な
い
施
策
は
。

A
介
護
予
防
に
つ
い
て
国
等
か
ら
施

策
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
色
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
参
加
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
関
係

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
は

Q 【
大
木
議
員
】
ふ
る
さ
と
納
税
で
ゴ

ル
フ
利
用
券
を
返
礼
品
と
し
て

贈
って
い
る
が
納
税
額
見
込
み
は
。

【親子給食】近くの小学校で作って配送するやり方です。調理場を持つ自校方式の学校が、調理場を
持たない学校の給食調理も行う場合です。自校方式とセンター方式の中間形態。調理場を持つ方が

「親」、 調理場を持たない方が「子」となります。一般に距離の近い学校同士で行われます。

　
３
月
定
例
会
中
の
３
日
間
で
行
わ
れ
た
改
選
後
初
め
て
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
。
こ
こ
で
出
た
質
疑
応
答
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

予算審査特別委員会 2024
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A
５
０
０
万
円
程
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
ふ
る
さ
と
納
税
の

委
託
料
２
割
は
割
高
だ
と
思
う
の

だ
が
。

A
数
社
の
委
託
業
者
か
ら
営
業
を
受

け
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
空
港
周
辺
対
策
交

付
金
は
昨
今
の
物
価
上
昇
に
伴
い

増
額
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
物
価
が
上
昇
し
た
か
ら
と
直
ち
に

上
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
少

な
か
ら
ず
影
響
は
あ
り
ま
す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

の
委
託
料
が
年
間
約
３
４
５
０
万

円
と
あ
る
が
妥
当
か
。

A
人
件
費
の
高
騰
で
委
託
料
は
増
え

て
お
り
ま
す
が
近
隣
市
町
の
状
況

を
見
ま
し
て
も
妥
当
な
額
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

Q 【
坂
井
議
員
】
は
に
わ
台
給
水
場

の
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
が
水

道
料
金
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
。

A
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
で
す
の

で
値
上
げ
の
可
能
性
も
有
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
住
民
の
皆
様
に
丁
寧
に
説

明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
公
共
交
通

Q 【
實
川
議
員
】
横
芝
光
号
バ
ス
に
つ

い
て
停
留
先
と
負
担
金
額
は
。

A
６
月
頃
の
実
施
で
風
和
里
し
ば
や

ま
と
芝
山
中
学
校
前
の
２
カ
所
に

停
留
し
年
間
負
担
額
は
約
１
６
０
０
万

円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
航
空
博
物
館
に
年

額
６
０
０
０
万
円
が
出
資
さ
れ
て

い
る
が
使
い
道
は
。

A
来
年
度
は
野
外
展
示
物
の
補
修
な

ど
に
当
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

Q 【
小
嶋
議
員
】
農
業
関
係
の
補
助

事
業
で
申
請
事
務
作
業
が
煩
雑
と

感
じ
る
が
。

A
担
当
課
窓
口
で
丁
寧
に
対
応
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
近
隣
の
市
町
と
比
べ

て
芝
山
町
の
ゴ
ミ
袋
の
料
金
が
高
い

の
は
な
ぜ
か
。

A
高
性
能
の
炉
を
使
い
ゴ
ミ
処
理
を

し
て
い
る
た
め
、
金
額
が
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

予算審査特別委員会 2024

Q 【
吉
川
議
員
】
住
民
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
危
険
な
道
路

箇
所
の
除
草
作
業
は
町
、
県
で
委
託
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

A
県
道
に
関
し
て
は
県
に
管
理
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
が
、
場
合
に
よ
り

地
区
内
で
環
境
整
備
費
を
有
効
活
用
し

て
頂
く
事
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

Q 【
八
代
議
員
】
道
路
等
の
補
修
材

が
必
要
な
場
合
、
個
人
で
も
申
請

で
き
る
の
か
。

A
個
人
で
は
な
く
地
区
か
ら
申
請
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
芝
山
町
農
業
集
落

排
水
事
業
会
計
の
無
形
固
定
資
産

の
ソ
フ
ト
ウ
ェア
５
年
と
は
何
か
。

A
公
営
企
業
会
計
を
処
理
す
る
た
め

の
ソ
フ
ト
を
減
価
償
却
費
と
し
て

載
せ
て
あ
り
ま
す
。

Q 【
小
嶋
議
員
】
令
和
５
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
の
収
益
的
、
資
本
的

支
出
額
の
大
幅
な
減
額
理
由
は
。

A
移
転
代
替
地
へ
の
浄
化
槽
整
備
費

の
予
算
な
ど
新
規
事
業
設
定
が
無

い
か
ら
で
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
大
台
の
浄
水
場
の

建
設
の
見
通
し
は
。

A
令
和
10
年
度
中
の
一
部
区
域
へ
の

給
水
開
始
に
向
け
て
整
備
を
進
め

て
行
く
予
定
で
す
。

【
岩
澤
達
弥
議
員
】

　
議
案
第
８
号
芝
山
町
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
審
議
の
過
程
で
、
介
護
保

険
料
等
を
町
長
に
答
申
す
る
介

護
保
険
推
進
委
員
会
の
採
決
に

て
、
賛
同
さ
れ
な
か
っ
た
委
員

の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
方
々
も
同
じ
芝
山
町

民
で
あ
り
、
町
民
の
賛
同
が
得

ら
れ
な
い
も
の
に
対
し
て
議
会

議
員
の
私
も
賛
同
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
判
断
し
、
総
務
常

任
委
員
会
で
賛
成
を
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
町
執
行
部

か
ら
、
常
任
委
員
会
終
了
後
に

賛
同
さ
れ
な
か
っ
た
委
員
の

方
々
に
再
度
追
加
の
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
改
め
て
全
員

か
ら
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
私
が
賛
成
し
な
い
理

由
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
本
議

会
に
て
賛
成
の
立
場
を
表
明
し

ま
す
。

賛
成
討
論

▲町にバス停が新設される横芝光号
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◆議案第3号（芝山町犯罪被害者等支援条例の制定）

Q【宮原議員】見舞金の金額は何故印西
市の制度に合わせたのか。

A 山武警察署からの提案を受けたからです。

◆議案第4号（芝山町職員定数条例の一部改正について）

Q【岩澤達弥議員】議会事務局に一人増員
を検討してみては。

A 議会事務局長と相談しながら検討します。

◆議案第5号（芝山町会計年度任用職員への勤勉手当の追加）

Q【岩澤達弥議員】会計年度任用職員の
勤勉手当の総額はいくらか。

A ２５２８万円です。

◆議案第6号（芝山町子ども・子育て会議条例の一部改正）

Q【伊橋議員】令和２年度から６年度までの
子ども子育て事業計画に影響はあるのか。

A 今回の改正では影響はありません。

◆議案第7号（芝山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業）

Q【伊橋議員】この条例が当てはまる民間
業者はあるのか。

A 今のところ町内にはありません。

◆議案第1号（芝山町農業ビジョン策定委員会設置条例について）

Q【宮原議員】委員のメンバーの中には、
農業委員を入れるのか。委員会は１年に

何回ほど開催する予定でいるのか。また策定
にあたって業者委託はするのか。

A 農業委員に協力を頂きたいと考えています。
委員会開催回数は、現時点では未定で

す。委託は考えています。
◆議案第2号（芝山町共同浄化槽事業分担金徴収条例の制定について）

Q【宮原議員】分担金の額の妥当性は。

A 農業集落排水事業、公共下水道事業の
分担金と同等となっております。

様々な角度からそれぞれ提言
　３月 13 日に開催された総務常任委員会及びまちづくり常任委員会において、議長から付託
された議案 19 件を審査しました

◆議案第8号（芝山町介護保険条例の一部改正）

Q【岩澤達弥議員】基準額の上昇幅は抑え
られているが、金額を設定する際に委員

全員から賛成を得られなかったものを我々議員
が賛成していいものか。

A 定例会の閉会までに調整します。

◆議案第12号（令和５年度芝山町一般会計補正予算）

Q【岩澤達弥議員】財政調整基金について、
予算を組む段階で先に基金に繰り入れる

分の試算は出せないのか。

A 事業の入札時に予算との差額がとうしても
生じてしまうので、補正予算での調整に

なってしまいます。
◆議案第13号（令和５年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算）

Q【岩内議員】データヘルス計画関係業務
委託料の減額理由は。

A 当初予算の時点での見込み金額よりも委
託料が安く済んだためです。

◆議案第14号（令和５年度芝山町介護保険特別会計補正予算）

Q【岩澤達弥議員】介護保険の補正額の
減少理由は。

A コロナ禍で施設への入所ができず、訪問
サービスに切り替えたことにより見込み額よ

りも実際にかかった費用が減少したためです。

◆議案第9号（ひこうきの丘に関する条例の一部改正について）

Q【佐藤議員】ひこうきの丘は利用者が多
く、占用行為があった場合、駐車場が不

足するのではないか。

A 駐車場については、占用申請が実際に出
てきた際に対応します。

◆議案第12号（令和５年度芝山町一般会計補正予算について）

Q【宮原議員】輝け！ちばの園芸、次世代
産地整備支援事業補助金、減額補正の

理由は。

A 申請者２名が、農業資材や購入機械の
高騰で、申請を取り下げたためです。
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令
和
６
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
全

員
協
議
会
で
の
主
な
質
疑
を
紹
介
し

ま
す
。

3
月
7
日

芝
山
の
農
産
物
台
湾
へ

Q 【
大
木
議
員
】
台
湾
商
談
会
の

報
告
に
つ
い
て
、
芝
山
町
の
お

米
の
評
価
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

A
「
ふ
さ
お
と
め
」と「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
試
食
を
行
い
、
台
湾
米
よ
り

も
お
い
し
い
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。Q 【

坂
井
議
員
】
丸
朝
の
ニ
ン
ジ

ン
が
台
湾
の
バ
イ
ヤ
ー
の
目
に

留
ま
り
２
０
０
ケ
ー
ス
輸
出
で
き
た

そ
う
だ
が
、
今
後
一
般
の
農
家
に
も

広
げ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

A
こ
れ
は
町
で
は
無
く
、
農
業
経

営
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
農
業
経
営
者
の
方
に
は

様
々
な
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
、
慎

重
に
進
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

Q 【
伊
橋
議
員
】一般
社
団
法
人
み

ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
所

有
す
る
成
田
ス
カ
イ
パ
ー
ク
イ
ン
芝
山

の
今
後
の
取
り
扱
い
は
。

A
経
営
陣
は
変
わ
り
ま
す
が
法
人

化
は
残
し
た
ま
ま
な
の
で
、今
ま

で
と
同
じ
よ
う
な
形
で
利
用
し
て
い
き

ま
す
。

初
の
ベ
ジ
タ
ブ
ル
マ
ラ
ソ
ン

Q 【
伊
橋
議
員
】
ベ
ジ
タ
ブ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
参
加
者
は
ど
の
く
ら
い

見
込
ん
で
い
た
の
か
。

A
２
千
人
規
模
の
マ
ラ
ソ
ン
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
悪
天
候
も
あ

り
約
８
０
０
名
の
参
加
で
し
た
。

ひ
こ
う
き
の
丘
の
利
用
促
進

Q 【
坂
井
議
員
】
ひ
こ
う
き
の
丘
の

宿
泊
体
験
の
規
模
は
ど
の
く
ら

い
を
予
定
し
て
い
る
か
。

A
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
改
め
て
Ｎ

Ａ
Ａ
か
ら
説
明
を
頂
き
ま
す
。

Q 【
宮
原
議
員
】
ひ
こ
う
き
の
丘
の

利
用
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
、

防
犯
上
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

A
状
況
を
見
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
な
ど
で
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
委
員
の
任
期
は
ど
の
く
ら
い

を
み
て
い
る
か

A
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
任
期
と

な
り
ま
す
。

３
月
22
日

住
宅
防
音
工
事
助
成
事
業
に
つ
い

て
Ｎ
Ａ
Ａ
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
以
後
回
答
は
Ｎ
Ａ
Ａ
）

Q
【
岩
内
議
員
】
防
音
工
事
の
申

請
を
し
て
も
中
々
工
事
に
着
手

で
き
な
い
例
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
把

握
し
て
い
る
か
。

A
芝
山
町
に
限
ら
ず
周
辺
市
町
で

も
そ
う
し
た
事
例
が
あ
る
旨
報

告
を
受
け
て
い
る
の
で
、手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
で
設
計
業
務
の
効
率
化
が

図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q 【
宮
原
議
員
】
併
行
防
音
工
事

に
つ
い
て
、
工
事
対
象
に
改
築

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
増
築
も
対

象
と
な
る
か
。

A
増
築
は
対
象
外
で
す
。今
あ
る

建
物
を
壊
し
て
再
度
建
て
替
え

る
新
築
の
住
宅
を
対
象
に
助
成
す
る

制
度
と
な
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
防
音
工
事

の
遅
延
の
原
因
は
設
計
会
社
側

R全員協議会    eportR

議
会
の
視
点

が
金
額
を
含
め
注
文
を
受
け
づ
ら
い

状
況
だ
か
ら
で
は
。

A
主
な
原
因
と
し
て
、
対
応
い
た

だ
く
設
計
会
社
の
数
が
ま
だ
足

り
て
い
な
い
こ
と
や
、
設
計
業
務
に
手

間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
等
が
あ
り
ま

す
。
防
音
工
事
に
対
応
い
た
だ
け
る

設
計
会
社
の
数
を
増
や
す
、
ま
た
、

設
計
業
務
の
効
率
化
に
資
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

Q 【
八
代
議
員
】
前
回
の
助
成
限

度
額
変
更
は
い
つ
か
。
ま
た
今

回
の
変
更
に
よ
る
助
成
金
額
は
妥
当

な
金
額
な
の
か
。

A
前
回
は
令
和
元
年
に
消
費
税
率

変
更
に
伴
う
改
定
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
昨
今
の
物
価
上
昇
率
か

ら
今
後
想
定
さ
れ
る
工
事
費
額
を
検

証
し
た
結
果
、
助
成
限
度
額
を
現
行

か
ら
15
％
程
度
上
昇
を
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
物
価
上
昇
に
も
対
応
で
き
る

と
判
断
し
ま
し
た
。
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芝山トンネルついに貫通

　この日、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）
の芝山トンネル工区にてトンネル貫通式が行われ、
芝山町議会からは伊橋寿夫議長が議会の代表と
して参加しました。芝山トンネルは約１年半をかけ、
２４時間体制で殿部田地区から掘削をしていまし
たが、２月２８日に境地区へ到達。今後はトンネル
内の壁面へのパネルの装着や道路の整備、殿部
田地区内の橋梁工事などが行われます。引き続き、
２０２６年度末の開通を目指し、その工事の進捗
を見守りたいと思います。

３月25日　圏央道芝山トンネル貫通式

▲芝山トンネル貫通を喜ぶ芝山・多古両町長

活動報告

伊橋　寿夫（５回）
宝馬／眞人
議長

岩澤　達弥（４回）
谷平野／みどりの会
副議長

佐藤　良太（１回）
山中東／眞人

吉川　真悟（１回）
山中西／みどりの会

岩内　章（２回）
上吹入／創芝会
総務常任副委員長

坂井　慶子（３回）
はにわ台南／創芝会
総務常任委員長

實川　嘉一（３回）
山田／眞人
まちづくり常任委員長

小嶋　秀樹（５回）
白桝／清祥会
監査委員

八代　正義（１回）
小池３／創芝会

宮原　研吾（１回）
浅川稲葉／創芝会

大木　浩司（２回）
小池９／創芝会
まちづくり常任副委員長

岩澤　勝則（２回）
高田／みどりの会

求
め
ら
れ
る
の
は
行
動
力
！

新
生
、
芝
山
町
議
会
始
動

新 議 員 紹 介
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※第１回定例会の傍聴者は50人でした。

①八代正義①八代正義議員　Ｐ12（50分）議員　Ｐ12（50分）
・道路問題・道路問題
・小池地区の拠点整備・小池地区の拠点整備

⑤吉川真悟⑤吉川真悟議員　議員　Ｐ16（32分）Ｐ16（32分）
・機能保証道路（高谷川沿い道路）・機能保証道路（高谷川沿い道路）
・高谷川改修工事・高谷川改修工事
・芝山公園・芝山公園
・交通の便・交通の便

④實川嘉一④實川嘉一議員　Ｐ15（56分）議員　Ｐ15（56分）
・芝山町保育所等再編基本構想（案）・芝山町保育所等再編基本構想（案）
・芝山町人口ビジョン・芝山町人口ビジョン
・芝山町高齢者保健福祉計画、第９期・芝山町高齢者保健福祉計画、第９期

介護保険事業計画介護保険事業計画

③大木浩司③大木浩司議員　Ｐ14（47分）議員　Ｐ14（47分）
・大規模災害対応・大規模災害対応
・公共交通・公共交通
・スクールバス・スクールバス

②坂井慶子②坂井慶子議員　Ｐ13（56分）議員　Ｐ13（56分）
・子育て支援策について新たな・子育て支援策について新たな
　事業展開に向けた進捗　事業展開に向けた進捗
・子育て、教育関連の公共施設の・子育て、教育関連の公共施設の

防犯カメラ設置防犯カメラ設置

photo/グリーンポートエコ・アグリパーク

一般質問

⑧岩澤達弥⑧岩澤達弥議員　Ｐ19（60分）議員　Ｐ19（60分）
・交通安全対策・交通安全対策
・成田空港の更なる機能強化・成田空港の更なる機能強化

⑦小嶋秀樹⑦小嶋秀樹議員　Ｐ18（60分）議員　Ｐ18（60分）
・農業の課題と今後の対策・農業の課題と今後の対策

⑥佐藤良太⑥佐藤良太議員　Ｐ17（55分）議員　Ｐ17（55分）
・子育てできるまちづくり・子育てできるまちづくり
・芝山の人口・芝山の人口

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が
自由に考えを聞くことのできる一般質問。自由に考えを聞くことのできる一般質問。
　第１回定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決　第１回定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決
や町の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。や町の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。
　この原稿は、質問者本人が作成しています。　この原稿は、質問者本人が作成しています。

【町長からの訂正】令和５年１１月１日発行「芝山議会だより№ 141」１７ページで、私の発言の一部において、訂正しお詫び
いたします。
　訂正内容は、令和５年９月定例会の一般質問において、坂井慶子議員より「みどりと空のプロジェクト」に関する質問があり、

「同じ事業の継続には疑念を持っています。」と誤解を招く表現で回答いたしましたが、「同じ事業の継続には改善が必要であり、
今後の事業内容には精査が必要と感じている。」が本来の趣旨です。今後は、このようなことがないよう注意を払ってまいります。

未来へ踏み出す第一歩

【一般質問】芝山町議会では、質問時間は答弁を含めて６０分以内とさ
れており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。
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在
の
都
市
計
画
道
路
の
関
係
か
ら
事

業
手
法
も
含
め
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

成
田
空
港
機
能
強
化
に
伴
う
渋

滞
解
消
の
た
め
の
広
域
幹
線
道

路
網
の
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

【
町
長
】
空
港
に
ア
ク
セ
ス
す

る
国
道
、県
道
の
路
線
整
備
を
早

期
に
取
り
組
む
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
、

千
葉
県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
２
月
９
日
に
行
わ
れ
た
千

葉
県
知
事
と
の
山
武
郡
市
首
長
意
見

交
換
会
に
お
い
て
、
道
路
整
備
を
目

的
と
す
る
空
港
圏
自
治
体
協
議
会
の

設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

空
港
の
機
能
強
化
補
償
道
路

０
２
‒
０
２
９
号
線
高
谷
川
沿

線
道
路
は
ど
の
よ
う
な
道
路
で
進
捗

状
況
は
。

【
町
長
】
本
道
路
は
成
田
空
港

の
更
な
る
機
能
強
化
に
伴
う
機

能
補
償
道
路
で
高
谷
川
沿
線
に
建
設

予
定
の
道
路
で
す
。　
　
　
　
　
　

　

現
在
詳
細
設
計
や
用
地
測
量
、
地

質
調
査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
池
地
区
の
拠
点
整
備
の
進
捗

状
況
は
。

【
町
長
】
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
た
住
宅
拠

点
と
し
て
町
が
施
工
す
る
土
地
区
画

整
備
事
業
で
令
和
７
年
度
末
の
事
業

認
可
取
得
に
向
け
現
在
測
量
や
基
本

設
計
ま
た
県
と
事
前
協
議
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
権
者
の
皆
様

に
向
け
説
明
会
を
開
催
し
丁
寧
な
対

応
で
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

整
備
地
区
内
の
保
育
所
開
設
時

期
は
。

【
町
長
】
保
育
所
で
す
が
、
令

和
14
年
度
中
の
開
園
を
目
指
し

て
お
り
、
少
し
で
も
前
倒
し
出
来
な

い
か
を
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

が
１
年
２
年
の
間
と
は
い
き
ま
せ
ん

の
で
そ
れ
ま
で
既
存
の
建
物
を
持
た

せ
る
対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
小
池
橋
田
向
線

に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
交

差
点
の
右
折
レ
ー
ン
の
整
備
で

す
が
、
千
葉
県
の
所
管
で
用
地
交
渉

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

小
池
Ｔ
字
路
交
差
点
の
改
良
計
画
は

事
業
主
体
者
の
整
理
も
含
め
検
討
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

小
池
３
番
地
先
の
道
路
拡
幅
は
現

『一般質問』

町
道
０
１
‒
０
０
８
号
線
小
池

７
番
竜
ヶ
塚
地
先
の
道
路
改
良

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
令
和
３
年
度
に
地
元

説
明
会
を
実
施
し
、
令
和
５
年

度
に
千
葉
県
警
と
安
全
対
策
協
議
を

数
回
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

協
議
が
終
わ
り
次
第
、
路
線
測
量
や

修
正
設
計
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町の
インフラ整備は

八代 正義　議員
（創芝会）

（所要時間50分）

道
路
問
題
の
解
決
を

小
池
地
区
拠
点
整
備
事
業

の
現
状
は

MASAYOSHI YASHIRO

▲早期の拡幅が期待される小池７番地先
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※１ 子育て支援センターでは、さすまたや催涙スプレーを備えるほか、警備会社と契約し、機械警備を導入。
小学校では警察と直結している防犯ブザーを設置。一般質問では、少なくとも早急に子育て支援センター並み
の防犯対策を保育所にも要望した。
※２ 中学校の校舎は２００１年大阪で起こった「池田小学校事件」より前の１９９６年に設計施工されている。

KEIKO SAKAI『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間56分）

年
に
数
回
行
い
、
常
に
周
囲
の
人
や

車
の
往
来
に
は
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
職
員
室
が
2
階
に
あ

り
、
万
が
一
不
審
者
等
が
あ
っ

た
場
合
、
対
応
が
遅
れ
は
し
な
い
か

と
の
保
護
者
か
ら
の
意
見
も
聞
く
が
。

【
教
育
長
】
校
舎
設
計
当
時
の

文
科
省
の
指
針
※２
で
は
、
職
員

室
は
運
動
場
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
見
渡

し
が
良
く
、
校
内
各
所
に
移
動
し
や

す
い
位
置
に
設
置
と
あ
り
、
現
在
の

よ
う
な
設
計
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
学
校
側
に
は
安
全
性
を
最
優
先

に
し
た
教
室
配
置
を
、
保
護
者
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
今
後
検
討
す

る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

子
育
て
・
教
育
施
設
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
が
必
要
と
思
う
が
。

【
町
長
】
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
犯
罪
の
抑
止
力
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
各
施
設
の
職
員
の

防
犯
対
策
と
併
せ
て
課
題
を
整
備
し
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
6
月
議
会
、
12
月
議
会

で
提
案
し
た「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
令
和
6
年
度
か
ら
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
契
約
す
る
医
療
機
関
と
の
調

整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
山
武
郡
市
の
2
施
設
、

印
旛
郡
市
の
3
施
設
で
具
体
的

な
契
約
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

条
件
が
合
え
ば
5
施
設
す
べ
て

と
契
約
も
あ
り
得
る
か
。

【
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
選
択
肢
を
一
つ
で
も
多
く

し
、
利
用
者
の
皆
様
へ
の
利
便
性
を

確
保
し
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
に
関
し
て
、

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

と
の
こ
と
だ
が
。

【
町
長
】
「
子
供
の
か
か
り
つ

け
医
の
場
所
」
と
「
病
児
・
病

後
児
保
育
を
行
う
施
設
が
ど
こ
に

あ
っ
た
ら
良
い
か
」
を
、
「
第
３
期

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
に

質
問
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
実
施
で
き
る
施
設

と
契
約
し
、
そ
の
後
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
施
設
の
追
加
や

変
更
を
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
方
法
を

取
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
実

施
で
き
る
可
能
性
が
高
い
多
古
病
児

保
育
所
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

保
育
所
で
の
防
犯
の
課
題
と
対

策
は
。

【
町
長
】
各
保
育
所
は
フ
ェ
ン

ス
が
低
く
、
窓
が
防
犯
ガ
ラ
ス

で
は
な
い
※1
な
ど
、
敷
地
や
建
物
内

に
侵
入
さ
れ
や
す
い
状
況
が
あ
り
ま

す
が
、
不
審
者
等
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
見
直
し
や
、
非
常
時
の
訓
練
は

子
育
て
支
援

　
　
ま
た
一
歩
前
進

母
体
を
守
る
　

　
　
産
後
ケ
ア
の
実
施
へ

病
児
・
病
後
児
保
育

　
　
　
あ
と
少
し
の
検
討

子
育
て
・
教
育
関
連
施
設

　
　
防
犯
対
策
の
強
化
を

▲子どもたちを守るため、
　防犯カメラの設置を
（子育て支援センター入口）



芝山議会だより　No.143　R6.5.1－ 14

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
５
年
間

で
の
登
録
者
数
の
推
移
は
。

【
町
長
】
年
間
平
均
で
約
50
人

の
新
規
登
録
者
数
が
あ
り
、
令

和
６
年
２
月
末
時
点
で
１
６
９
０
人

の
登
録
者
数
が
あ
り
ま
す
。

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
範

囲
拡
大
及
び
運
行
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

【
町
長
】
運
行
範
囲
の
拡
大
と

し
て
成
田
市
の
「
国
際
医
療
福

祉
大
学
成
田
病
院
」
へ
の
新
規
乗
り

入
れ
に
向
け
て
交
通
事
業
者
と
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
運
行
時

間
の
延
長
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
協

議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
フ
リ
ー
乗
降

導
入
は
。

【
町
長
】ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
ル
ー

ト
見
直
し
と
併
せ
て
、安
全
性
、

利
便
性
の
両
方
を
考
慮
し
、
導
入
に

向
け
た
議
論
の
深
度
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
て

い
る
の
か
。

【
教
育
長
】運
行
ル
ー
ト
の
設
定

及
び
変
更
に
つ
い
て
は
、運
営
委

員
会
で
必
要
な
調
査
と
審
議
を
行

い
、運
行
ル
ー
ト
を
決
定
致
し
ま
す
。

毎
年
ル
ー
ト
を
変
更
す
る
こ
と

は
可
能
な
の
か
。

【
教
育
長
】
毎
年
の
運
行
ル
ー

ト
変
更
に
つ
い
て
は
、
制
度
的

に
は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
保
護

者
、
地
域
の
声
に
よ
く
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
よ
り
良
い
運
行
ル
ー
ト
作
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

員
に
配
布
し
、
確
認
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
7
月
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

広
く
情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

『一般質問』

大木 浩司　議員
（創芝会）

（所要時間47分）

町
民
へ
の
避
難
場
所
の
周
知
は
、

行
き
届
い
て
い
る
か
。

【
町
長
】
避
難
場
所
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
芝
山
町
地
域
防
災

計
画
が
策
定
さ
れ
た
平
成
30
年
度
に

概
要
版
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
お
り
、

周
知
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

避
難
場
所
を
開
設
し
た
場
合
の

運
営
方
法
な
ど
は
職
員
等
が
理

解
し
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
「
災
害
発
生
時
職
員

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
職
員
全

大規模災害に
備えて

地
震
へ
の
対
応
は

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通

柔
軟
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　

　
　
　
ル
ー
ト
の
変
更
を

KOUJI OOKI

▲熊本地震で崩壊した道路
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け
皿
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
口
を
増
や
す
施
策
で
、
拠

点
整
備
の
ほ
か
に
考
え
は
。

【
町
長
】
今
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る

と
こ
ろ
を
も
う
一
度
再
整
備
す

る
ほ
う
が
早
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
は
に
わ
台
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
、
空
き
家
を
ど
の
よ
う
に
利
活

用
し
て
い
く
か
等
、
次
の
段
階
と
し

て
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
課
を
調
整
す
る
部
署
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
関
係
部
署
が
集
ま
っ

て
連
絡
調
整
会
議
は
行
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
細
か
い
部
分
の
調
整
は

副
町
長
に
指
示
し
て
あ
り
ま
す
。

居
宅
介
護
住
宅
改
修
等
の
受
領

委
任
払
い
の
導
入
は
。

【
町
長
】
一
部
の
費
用
の
受
領

を
登
録
事
業
者
に
委
任
す
る
受

領
委
任
払
い
の
制
度
を
令
和
６
年
４

月
か
ら
開
始
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

實川 嘉一　議員
（眞人）

（所要時間56分）

『一般質問』

芝
山
町
保
育
所
等
基
本
構
想

（
案
）で
は
保
育
所
予
定
敷
地
面

積
が
９
３
０
０
㎡
で
あ
り
、余
裕
を

持
っ
た
面
積
が
必
要
と
考
え
る
が
。　

【
町
長
】こ
の
新
た
な
子
育
て
施

設
は
、市
街
地
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
心
拠
点
で
あ
る
小
池
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
計
画

し
て
い
る
た
め
、敷
地
面
積
に
つ
い
て

は
、土
地
区
画
整
理
事
業
担
当
と
保

育
所
担
当
の
両
部
署
が
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

【
福
祉
保
健
課
子
育
て・
保
健
衛

生
担
当
課
長
】も
と
も
と
市
街

地
整
備
事
業
で
住
宅
地
を
創
出
す
る

と
い
う
事
で
、保
育
所
の
面
積
が
過
大

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、住
宅
地
の
販
売

面
積
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し

て
、約
９
３
０
０
㎡
で
調
整
を
終
え
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
も
含
め
て
通
学
、
通
園

環
境
を
整
え
る
に
は
歩
道
付
き

の
道
路
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
の
検

討
に
当
た
り
、
徒
歩
で
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
や
新
た
な
子
育
て
施
設

に
通
う
園
児
等
と
車
両
が
分
離
で
き

る
よ
う
、
歩
道
付
き
の
道
路
や
歩
行

者
専
用
道
路
を
配
置
す
る
な
ど
、
児

童
等
の
安
全
に
配
慮
し
た
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
5
次
芝
山
町
総
合
計
画
で

２
０
３
０
年
に
お
け
る
将
来
人

口
を
７
０
０
０
人
以
上
と
定
め
て
い

る
が
変
更
は
な
い
か
。

【
町
長
】
令
和
７
年
度
か
ら
新

た
な
計
画
期
間
に
入
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
将
来
人
口
の
目
標

に
つ
い
て
も
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
改

定
す
る
中
で
見
直
し
を
行
う
予
定
で

す
。　

成
田
国
際
空
港
の
空
港
内
従

業
員
は
3
万
人
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
、
芝
山
町
の
受
け
入
れ
目

標
は
。【町

長
】
芝
山
町
へ
の
居
住
者

数
に
つ
い
て
６
０
０
人
程
度
を

想
定
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
従
業
員
が
家
族
と
と
も
に
地

域
に
住
み
続
け
る
と
仮
定
し
、
約

１
５
０
０
人
の
定
住
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。空

港
勤
務
者
等
の
住
宅
整
備
計

画
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
３
つ
の
地
区
を
住
宅

系
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
増

加
が
見
込
ま
れ
る
空
港
従
業
者
の
受

選
ば
れ
る
町
づ
く
り
Ⅱ

KAICHI JITSUKAWA

通
学
・
通
園
の
安
全
性
を

芝
山
町
の
将
来
人
口
は

受
領
委
任
払
い
始
ま
る
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『一般質問』

吉川 真悟　議員
（みどりの会）

（所要時間32分）

SHINGO YOSHIKAWA

機
能
補
償
道
路
の
終
点
は
八
日

市
場
、
八
街
線
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
先
の
延
長
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

【
町
長
】
機
能
補
償
道
路
は
成

田
空
港
東
側
か
ら
の
重
要
な
広

域
幹
線
道
路
と
位
置
つ
け
て
お
り
、

そ
の
道
路
と
し
て
ど
う
機
能
さ
せ
て
い

く
か
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

境
橋
、
高
谷
橋
に
お
い
て
毎
年

の
よ
う
に
冠
水
被
害
が
起
っ
て

い
る
が
、
機
能
補
償
道
路
と
並
行
し

て
高
谷
川
の
改
修
工
事
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。	

機
能
補
償
道
路
、
高
谷
川

　
　
　
　
　
改
修
工
事
は

【
町
長
】
川
の
改
修
工
事
は
下

流
か
ら
行
う
た
め
、
並
行
し
て

出
来
な
い
と
し
て
も
、
改
修
以
外
の

方
法
で
高
谷
川
に
水
を
流
さ
な
い
よ

う
に
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。	

芝
山
仁
王
尊
に
隣
接
さ
れ
て
い

る
芝
山
公
園
の
改
修
は
必
要
と

思
う
が
計
画
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
施
設
の
現
状
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が

ら
長
持
ち
さ
せ
る
維
持
管
理
、
施
設

更
新
等
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

芝
山
公
園
に
大
型
遊
具
を
設
置

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
い
が
、

設
置
予
定
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
大
型
遊
具
の
設
置
予

定
は
無
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

芝
山
公
園
の
改
修
を

の
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
空
間
を
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
設

置
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
の
便
の
強
化
を

今
後
、
近
隣
市
町
へ
向
け
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
計
画

は
あ
る
か
。

【
町
長
】
横
芝
光
町
が
運
行
し

て
い
る
横
芝
光
号
成
田
便
の
停

町民の声を
形に

留
所
の
新
設
と
、
地
域
内
交
通
を
担

う
公
共
交
通
の
見
直
し
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。	

免
許
返
納
後
、
病
院
以
外
へ
の

交
通
手
段
と
し
て
新
た
な
政
策

は
あ
る
か
。			




【
町
長
】
横
芝
光
号
や
空
港
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
等
の
地
域
間
交
通

政
策
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
も

自
宅
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
事
が
大

前
提
と
な
る
た
め
、
あ
い
あ
い
タ
ク

シ
ー
の
利
用
促
進
を
今
後
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。

一
人
親
家
庭
の
方
を
対
象
と
し

た
意
見
聴
取
会
を
開
い
た
事
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
意
見
聴
取
会
は
開
い

た
事
は
無
い
が
、
町
が
助
成
金

等
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

担
当
課
と
話
が
出
来
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。				




				





一人
親
家
庭
へ
の
支
援
促
進
を

▲活気のある芝山公園へ
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を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
本
町
で
は

現
在
、
子
育
て
と
教
育
の
一
体
化
を

目
指
し
、
行
政
組
織
の
再
編
成
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
子
育
て
施

設
や
教
育
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に

進
め
、
子
育
て
に
関
わ
る
相
談
業
務

の
充
実
、
子
供
医
療
手
当
の
拡
充
な

ど
、
子
供
の
出
産
か
ら
青
年
に
至
る

ま
で
の
間
、
町
民
の
子
育
て
を
芝
山

町
が
責
任
を
持
っ
て
支
え
る
と
い
う

姿
勢
を
前
面
に
出
し
た
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
人
口
が
減
っ
て
地
域
活
動

が
困
難
に
な
る
地
区
は
あ
る
と

予
測
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
将
来
的
に
は
は
に
わ

台
以
外
全
部
そ
う
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
地
区
の

活
動
は
地
区
の
人
た
ち
が
主
体
的
に

や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
行
政
側
か

ら
押
し
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
方
た
ち

か
ら
の
話
を
聞
く
の
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
住
宅

拠
点
整
備
だ
っ
た
り
、
上
水
道
整
備

で
す
。
芝
山
に
住
む
所
が
な
い
ん
で

す
。
そ
こ
を
造
ら
な
け
れ
ば
人
口
は

増
え
ま
せ
ん
。

児
童
数
を
増
や
す
新
た
な
施
策

は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
児
童
数
を
増
や
す
に

は
、
出
生
数
の
増
加
を
待
つ
だ

け
で
は
な
く
、
芝
山
町
で
子
育
て
を

し
た
い
、
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
他

市
町
村
か
ら
本
町
に
移
り
住
む
若
い

世
代
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
注
力

出
生
数
は
減
少
を
続
け
、
16
年

間
で
50
％
減
と
な
っ
た
。
こ
の

事
実
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
少
子
化
は
国
家
の
危

機
だ
と
考
え
ま
す
。
少
子
化
に

伴
う
人
口
減
少
は
、
社
会
保
障
や
経

済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

国
家
の
在
り
方
を
も
問
わ
れ
ま
す
。

国
も
全
国
の
自
治
体
も
本
町
も
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
様

々
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
効
果
の
全
て
が
反
映
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
官
民
連
携
し

て
対
策
に
取
り
組
み
、
一
つ
一
つ
の

施
策
を
積
み
重
ね
、
若
い
人
た
ち
が

子
供
を
産
み
や
す
い
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
、
町
は
子
育
て
世
代
の
人
た

ち
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
土
台
づ
く

子
育
て
で
き
る
町
づ
く
り
は

　
　
　
進
ん
で
い
る
の
か

佐藤 良太　議員
（眞人）

（所要時間55分）

『一般質問』

少
子
化 

人
口
減
少

町
の
未
来
は

RYOTA  SATO

人
口
減
少
で
地
域
活
動
は

　
　
　
　
ど
う
な
る
の
か

▲減少が続く児童数の推移と予測
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自
身
、
Ｊ
Ａ
、
丸
朝
な
ど
の
関
係
機

関
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
よ
る
価
格
競
争

に
負
け
な
い
付
加
価
値
を
付
け

る
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
ブ
ラ
ン
ド
化
や
有
機

栽
培
な
ど
の
方
法
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
本
町
独
自
の
手
法
を

研
究
し
ま
す
。

地
域
計
画
（
人・農
地
プ
ラ
ン
）

の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
町
内
を
11
地
区
に
分

け
、
現
況
図
面
を
作
り
ま
し
た
。

６
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
地
域
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
計
画
（
目
標
地
図
）
の
策

定
に
お
け
る
農
業
委
員
会
、
農

地
バ
ン
ク
の
役
割
は
。

【
町
長
】
地
区
座
談
会
へ
の
参

加
呼
び
か
け
、
座
談
会
で
の
進

行
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
計
画
策
定
後
の
貸
借
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
ど
ん

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
推
進
す
る
法
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。農

地
集
約
、
大
規
模
化
、
そ
れ

で
も
担
い
手
の
い
な
い
農
地
を

ど
う
守
っ
て
行
け
ば
良
い
と
考
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】
本
町
の
耕
作
放
棄
地

は
約
71
h
a
、
農
地
の
貸
借
制

度
を
周
知
し
、
新
た
な
担
い
手
を
見

つ
け
ら
れ
る
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
へ
の
本
町
独
自
の

支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
独
自
の
支
援
策
を

制
度
設
計
す
る
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
抑
え
る

施
策
、
耕
作
可
能
な
農
地
に
戻

す
施
策
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
考
え
て
い

る
か
。【

町
長
】
令
和
６
年
度
、
正
確

な
耕
作
放
棄
地
の
面
積
を
調
査

し
ま
す
。
ま
た
、
放
棄
地
を
解
消
す

る
た
め
、
各
地
の
先
進
事
例
を
参
考

に
今
後
施
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

原
材
料
費
の
補
助
、
農
産
物
の

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
施
策
を
考

え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
補
助
に
つ
い
て
は
、

周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

て
対
応
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

価
格
転
嫁
へ
の
対
応
は
、
農
業
者

『一般質問』

小嶋 秀樹　議員
（清祥会）

（所要時間60分）

本
町
農
業
の
現
況
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
高
齢
化
、
後
継
者
不

在
、
空
港
機
能
強
化
に
伴
う
移

転
な
ど
に
よ
り
、
離
農
者
が
増
加
し

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な

就
農
者
の
確
保
が
急
務
と
な
る
中
、

白
桝
地
区
に
お
い
て
チ
バ
ニ
ア
ン
兼

業
農
学
校
の
方
々
が
就
農
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

待ったなしの
農業政策

HIDEKI KOJIMA

町
の
農
業
の
ゆ
く
え
は

▲町の農業をどう守る
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岩澤 達弥　議員
（みどりの会）

（所要時間60分）

『一般質問』

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

TATSUYA IWASAWA

小
池
Ｔ
字
路
か
ら
役
場
前
を
と

お
り
、
信
号
機
名
で
仁
王
尊
入

口
ま
で
。
千
代
田
交
差
点
か
ら
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
香
山
新
田
店
の
所
の

交
差
点
ま
で
を
、
千
葉
県
に
要
望
す

べ
き
で
は
。
ま
た
、
小
池
Ｔ
字
路
か

ら
小
池
９
番
を
通
り
、
信
号
機
名
で

新
井
田
入
口
ま
で
は
、
町
が
整
備
す

べ
き
で
は
。

【
町
長
】
歩
行
者
の
安
全
確
保

が
重
要
で
す
の
で
千
葉
県
に
要

望
し
ま
す
。
町
道
区
間
も
早
期
に
整

備
で
き
る
よ
う
現
地
調
査
に
取
り
組

み
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
を

町
全
体
の
設
置
数
並
び
に
、
町

管
理
、
地
区
管
理
は
。

【
町
長
】
町
民
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
た
め
約
１
７
０
０
基

設
置
し
て
お
り
、
町
管
理
９
０
０
基
、

地
区
管
理
８
０
０
基
で
す
。

は
に
わ
道
は
、
町
管
理
に
お
い

て
設
置
す
べ
き
で
は
。

【
教
育
課
長
】実
際
に
走
っ
て
み

ま
し
た
が
真
っ
暗
で
し
た
。そ
の

中
を
中
学
生
が
一
生
懸
命
自
転
車
を

漕
い
で
い
る
姿
も
見
か
け
ま
し
た
。小

学
生
の
姿
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
通
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

自
校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
な

ど
検
討
さ
れ
て
い
る
が
現
在
の

計
画
は
。

【
町
長
】
計
画
案
は
セ
ン
タ
ー

方
式
で
芝
山
工
業
団
地
公
園
に

設
置
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、

教
育
委
員
会
議
で
承
認
、
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
で
も
理
解
を
得
て

い
ま
す
。

単
独
で
進
め
る
の
で
は
な
く
委

託
（
共
用
）
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

【
町
長
】
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
で
近
隣
市
町
か
ら
の
配
食

は
困
難
で
す
。
食
育
の
観
点
か
ら
も

独
自
性
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

町
内
移
転
、
町
外
移
転
さ
れ
た

方
々
は
、
何
世
帯
か
。

【
町
長
】
騒
音
地
区
か
ら
の
移

転
で
町
外
８
戸
、
町
内
４
戸
が

完
了
し
て
い
ま
す
。
空
港
敷
地
内
移

転
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
ま
す
。

町
内
移
転
、
町
外
移
転
の
今
後

の
見
通
し
は
。

【
町
長
】
騒
音
地
区
か
ら
更
に

35
戸
が
申
し
出
て
い
ま
す
。

騒
音
地
区
で
町
内
に
残
る
と
決

断
さ
れ
移
転
さ
れ
る
方
々
に
も
、

事
業
を
拡
大
し
て
補
助
金
を
交
付
す

べ
き
で
は
。

【
町
長
】
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

は
に
わ
道
に
防
犯
灯
設
置
を

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は

空
港
機
能
強
化
の
進
捗
は

飲
用
井
戸
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
拡
大
を

▲歩行者の安全が最優先
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何
か
新
し
い
事
を
始
め
る
時
、
ま
ず
は
最
初
の
一
歩

が
大
事
。
そ
の
一
歩
を
し
っ
か
り
踏
み
出
せ
る
か
ど
う

か
が
、
始
め
る
こ
と
の
結
果
に
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
芝
山
町
議
会
も
今
年
の
２
月
に
改
選
が
あ
り
、

新
た
に
４
人
の
議
員
が
加
わ
っ
て
、
３
月
の
初
議
会
、

定
例
会
を
迎
え
ま
し
た
。
新
人
議
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
議

員
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
持
ち
、

町
民
の
皆
様
に
い
か
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
幅
広
く
受
け

て
も
ら
え
る
の
か
、
ま
た
内
容
も
充
実
し
て
い
る
の
か

を
考
え
な
が
ら
、
議
論
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
が
町
の
今
年
一
年
の
動
き
と
し
て
反
映
し
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
が
芝
山
町
の
未
来

を
左
右
す
る
と
肝
に
銘
じ
、
一
人
ひ
と
り
が
議
員
の
職

務
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
も
、
読
者
の
皆
様
に
「
読
ん
で
も
ら

え
る
紙
面
」
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

　
前
回
に
続
き
、
今
回
の
議
会
選
挙
も
無
投
票
当

選
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
議
員
の
担
い
手

不
足
は
、
全
国
の
地
方
議
会
で
も
深
刻
な
問
題
で

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
住
民
に
と
っ
て
議
会
や
議

員
の
活
動
が
分
か
り
に
く
く
、
理
解
と
関
心
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
地
方
議
会
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
鑑
み
、
芝

山
町
も
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
図
る
時
期
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
住
民
と
議
会
と
の
意
思
疎
通
は
、

具
体
的
な
政
策
提
案
に
繋
が
り
ま
す
。
成
田
空
港

が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、「
空
港
南
の
芝
山
」
と
し
て
共
に
発
展
を
遂

げ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
町

民
と
共
に
政
策
議
論
で
き
る
環
境
が
整
う
町
に
は

未
来
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
議
会
は
行
政
の
政
策
判
断
へ
の
監
視

機
能
を
備
え
た
議
事
機
関
で
す
。
執
行
機
関
に
対

す
る
質
問
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
展
開
が
適
切
な

方
向
に
進
む
よ
う
監
視
・
誘
導
を
し
、
議
員
同
士

の
政
策
討
議
や
自
由
討
議
が
活
発
な
議
会
で
あ
る

べ
き
で
す
。
審
議
能
力
の
向
上
こ
そ
が
議
会
の
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、調
査
し
、

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
執
行
機
関
の

追
認
機
関
」
で
は
な
く
、
町
の
大
事
な
こ
と
は
議

会
が
決
め
て
い
る
と
い
う
「
自
治
体
意
思
の
決
定

機
関
」
で
あ
る
こ
と
を
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
強

く
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
常
に
先
手
で
議

会
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
任
期
の
間
に
で
き
な

い
こ
と
は
、
そ
の
道
筋
を
次
代
に
繋
い
で
い
く
こ

と
も
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
新
聞
の
一
面
を
飾
っ
た
「
芝
山
町

の
は
に
わ　
国
の
重
要
文
化
財
指
定
へ
」
は
本
当

に
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
北
側
に
位
置
す

る
「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
芝
山
」
と
共
に
、
芝
山
町
PR

の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
は
に
わ
」

を
、
今
に
繋
い
で
き
た
方
々
の
存
在
が
あ
る
か
ら

こ
そ
受
け
ら
れ
た
栄
華
で
す
。「
ま
ち
づ
く
り
は
、

ひ
と
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
町
に
住
む
す
べ

て
の
人
の
満
足
度
が
向
上
し
、
心
も
生
活
も
豊
か

に
過
ご
せ
る
日
々
を
目
指
し
、
住
民
と
議
会
と
行

政
が
協
働
で
き
る
よ
う
、
議
会
運
営
に
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●S36.７.13生　 ●宝馬在住
●当選５回　　　●趣味は政治活動

町民の満足度は議会と行政への評価である

Information
令和６年第２回芝山町議会
定例会のお知らせ
６月11日
18日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈫から
㈫

第 67 代議長  伊
い は し

橋 寿
ひ さ お

夫
Profile

Special
interview

the 67 ththe 67 th


